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平
成
二
十
年
六
月
十
九
日
（
木
）、
平
成

二
十
年
度
生
活
衛
生
大
会
が
大
津
市
内
の
ロ

イ
ヤ
ル
オ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
多
く
の

来
賓
を
迎
え
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
生
活
衛
生
営
業
の
向
上
発
展

並
び
に
生
活
衛
生
思
想
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
知
事
表
彰
等
の

表
彰
式
、
生
活
衛
生
協
会
、
生
活
衛
生
営
業

指
導
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
各
生
活
衛
生
同
業

組
合
の
活
動
方
針
や
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
採
択
等

を
中
心
に
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

大
会
あ
い
さ
つ
に
お
い
て
、
生
活
衛
生
協

会
谷
口
健
一
理
事
長
は
、「
地
球
温
暖
化
等

の
環
境
問
題
に
対
し
て
生
衛
業
界
と
し
て
も

で
き
る
こ
と
か
ら
積
極
的
に
協
力
す
る
た
め
、

営
業
で
使
用
す
る
車
を
排
気
量
の
大
き
な
自

動
車
か
ら
軽
自
動
車
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
協

会
が
本
年
度
か
ら
各
生
衛
組
合
と
連
携
し
て

取
り
組
む
「
Ｋ
４ 

ｄ
ｅ 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
」（
ケ
イ

ヨ
ン
デ
イ
コ
ー
）
運
動
を
推
進
す
る
決
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
生
活
衛
生
功
労
者
に
対
す

る
滋
賀
県
知
事
表
彰
な
ら
び
に
（
社
）
滋
賀

県
生
活
衛
生
協
会
長
表
彰
が
行
わ
れ
、
十
六

名
（
別
記
）
の
方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

つ
い
で
来
賓
の
方
々
の
紹
介
が
あ
り
ま
し

た
。

　

滋
賀
県
議
会
議
長 

上
野
幸
夫　

氏

　

生
活
衛
生
協
会
顧
問

　

衆
議
院
議
員 
岩
永
峯
一　

氏
（
代
理
）

　

同
顧
問
・
議
院
議
員 

川
端
達
夫　

氏
　

同
顧
問
・
県
議
会
議
員 

三
浦
治
雄　

氏

　

同
顧
問　

県
議
会
議
員 

蔦
田
恵
子　

氏

　

滋
賀
県
健
康
福
祉
部
長 

漣　

藤
寿　

氏

　

同
部
生
活
衛
生
課
長 

山
中
幾
治　

氏

　

国
民
生
活
金
融
公
庫

 

大
津
支
店
長　

芝
野
元
一　

氏

　
　
　
　
　

彦
根
支
店
長 

斉
藤
隆
明　

氏

　

㈳
滋
賀
県
食
品
衛
生
協
会
長

 

西
村
重
夫　

氏

　

ほ
か
多
く
の
来
賓
の
方
々
の
紹
介
が
あ
り
、

来
賓
祝
辞
の
後
、
平
成
二
十
年
度
の
生
活
衛

生
協
会
の
活
動
方
針
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
成
二
十
年
度
の
生
活
衛
生
大
会
ス

ロ
ー
ガ
ン
（
別
記
）」
が
全
員
一
致
で
採
択

さ
れ
る
と
と
も
に
、「
Ｋ
４ 

ｄ
ｅ 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
」

（
ケ
イ
ヨ
ン
デ
イ
コ
ー
）
運
動
の
実
施
宣
言

が
あ
り
、
盛
会
裏
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
、
同
ホ
テ
ル
に
お
い
て
受
賞

者
を
囲
み
祝
賀
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
動
方
針
決
定
と
ス
ロ
ー
ガ
ン
採
択

平成20年度

「
生
活
衛
生
大
会
」
開
催

知
事
表
彰
・
理
事
長
表
彰
も
実
施

「
安
心
・
信
頼
・
い
い
お
店

く
ら
し
の
中
の

 

生
衛
業
」

生
活
衛
生
業
界

 

共
通
ス
ロ
ー
ガ
ン
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受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

平
成
二
十
年
度
生
活
衛
生
功
労
者

　

社
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会
で
は
Ｃ

Ｏ
２

排
出
量
の
削
減
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推

進
の
た
め
、
平
成
二
十
年
度
（
２
０
０
８
年

度
）
か
ら
「
Ｋ
４ 

ｄ
ｅ 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
」
運
動
を

実
施
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
協
会
の
会
員
で
あ
る
各
生
活
衛

生
同
業
組
合
の
組
合
員
等
が
、
地
球
温
暖
化

等
の
問
題
に
対
し
て
、
生
衛
業
者
と
し
て
で

き
る
こ
と
か
ら
実
施
し
よ
う
と
す
る
も
の

で
、「
営
業
で
使
用
す
る
自
動
車
を
購
入
や

買
い
換
え
る
際
に
は
、
排
気
量
の
大
き
な
自

動
車
か
ら
軽
自
動
車
に
し
ま
し
ょ
う
」
と
い

う
運
動
で
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
社
団
法
人
滋
賀
県
生
活
衛

生
協
会
が
、
各
生
活
衛
生
同
業
組
合
と
連
携

し
て
実
施
す
る
も
の
で
、
軽
自
動
車
へ
の
乗

換
え
を
促
進
す
る
た
め
、
各
生
活
衛
生
同
業

組
合
の
積
極
的
な
関
与
に
よ
り
、
国
民
生
活

金
融
公
庫
大
津
支
店
及
び
彦
根
支
店
の
ご
協

力
を
得
て
、
融
資
も
よ
り
簡
単
な
方
法
で
利

用
し
や
す
く
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
本
運
動
に
つ
き
ま
し
て
は
、
生
活

衛
生
営
業
の
向
上
発
展
並
び
に
生
活
衛
生
思

想
の
普
及
啓
発
を
図
る
た
め
、
平
成
二
十
年

◎
知
事
表
彰

　
　
　
　

片
岡　

一
郎　

氏　
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
） 

大　

津　

市

　
　
　
　

西
川　

俊
生　

氏　
（
食　

肉
）　　
　

 

近
江
八
幡
市

　
　
　
　

眞
杉　

義
和　

氏　
（
す　

し
）　　
　

 

長　

浜　

市

　
　
　
　

玉
垣　

増
雄　

氏　
（
経
営
相
談
員
）　 

高　

島　

市

◎
㈳
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会
理
事
長
表
彰

　
　
　
　

松
川　

辰
己　

氏　
（
理　

容
） 

彦　

根　

市

　
　
　
　

三
上　

忠
衞　

氏　
（
理　

容
） 

大　

津　

市

　
　
　
　

五
十
嵐
喜
一　

氏　
（
美　

容
） 
栗　

東　

市

　
　
　
　

荒
川　

富
也　

氏　
（
美　

容
） 
守　

山　

市

　
　
　
　

中
井
清
八
郎　

氏　
（
旅　

館
） 

大　

津　

市

　
　
　
　

林　
　

勘
一　

氏　
（
す　

し
） 

大　

津　

市

　
　
　
　

鳥
居　
　

武　

氏　
（
喫
茶
飲
食
） 

高　

島　

市

　
　
　
　

伊
藤　

正
敏　

氏　
（
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
） 

大　

津　

市

　
　
　
　

浅
野　

俊
彦　

氏　
（
食　

肉
） 

草　

津　

市

　
　
　
　

田
中　
　

清　

氏　
（
浴　

場
） 

長　

浜　

市

　
　
　
　

長
井　

久
子　

氏　
（
興　

行
） 

彦　

根　

市

　
　
　
　

奥
田　

幸
正　

氏　
（
経
営
相
談
員
） 

　

甲　

賀　

市

六
月
十
九
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
生
活
衛
生

協
会
の
平
成
二
十
年
度
生
活
衛
生
大
会
に
お

い
て
、
大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
併
せ
て
本
運
動

の
実
施
が
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
運
動
を
広
く
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、「
Ｋ

４ 

ｄ
ｅ 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
」（
ケ
イ
ヨ
ン
デ
イ
コ
ー
）

の
チ
ラ
シ
が
各
生
衛
組
合
を
通
し
て
配
布
さ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
融
資
の
申
込
等
の
詳
細

は
㈳
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会
ま
た
は
各
生
衛

組
合
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

㈳
滋
賀
県
生
活
衛
生
協
会

 

℡
０
７
７‒

５
２
４‒

２
３
１
２

運
動
の
実
施

Ｋ
４
de
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｏ

ケ
イ
ヨ
ン

イ
コ
ーデ

「
Ｋ
４ 

de 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
」

運
動
を

　

盛
り
上
げ
よ
う
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盛
夏
の
候
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
皆
様

方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
御
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
四
月
一
日
付
け
の
人
事
異
動
に
よ
り
健

康
福
祉
部
生
活
衛
生
課
長
に
就
任
い
た
し
ま

し
た
。
生
活
衛
生
営
業
の
振
興
・
発
展
の
一

端
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
の
で
、「
生
衛
し
が
」
の
紙
面
を
お
借
り

し
て
一
言
御
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。

　

生
活
衛
生
営
業
は
、
県
民
の
日
常
生
活
に

深
い
関
わ
り
を
持
つ
業
界
で
あ
り
、
生
活
衛

生
営
業
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
、
日
常

生
活
に
不
可
欠
な
サ
ー
ビ
ス
や
商
品
の
提
供

な
ど
を
通
じ
て
、
県
民
の
快
適
な
生
活
環
境

の
確
保
や
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
も
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

は
も
と
よ
り
、
本
県
の
生
活
衛
生
行
政
の
推

進
に
格
別
の
御
理
解
と
御
協
力
を
賜
り
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
近
年
、
生
活
様
式
や
消
費
行
動
の

多
様
化
、
大
規
模
量
販
店
の
増
加
、
新
業
態

の
参
入
、
少
子
高
齢
化
等
生
活
衛
生
営
業
を

取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
原

油
価
格
の
高
騰
な
ど
の
要
因
も
加
わ
り
、
い

ず
れ
の
業
種
も
厳
し
い
状
況
に
あ
る
と
伺
っ

て
お
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
大
規
模
な
集
団
感
染
は
な
い
も

の
の
、
入
浴
施
設
を
原
因
と
す
る
レ
ジ
オ
ネ

ラ
属
菌
の
発
生
報
告
は
年
々
増
加
傾
向
に
あ

り
、
ま
た
、
中
国
産
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
へ
の
農

薬
の
混
入
や
食
品
メ
ー
カ
ー
等
に
よ
る
賞
味

期
限
や
原
材
料
の
偽
装
表
示
等
が
大
き
な
社

会
問
題
と
な
る
な
ど
、
安
全
・
安
心
へ
の
関

心
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ
て
お
り
、
消

費
者
や
利
用
者
に
対
す
る
信
頼
確
保
の
た
め

の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

生
活
衛
生
営
業
の
皆
様
方
に
は
、
従
来
に

も
増
し
て
、
環
境
衛
生
の
確
保
に
努
め
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
こ
の
厳
し
い
経
営
環
境

を
乗
り
越
え
る
た
め
の
新
し
い
試
み
に
も
積

極
的
に
取
り
組
ま
れ
、
各
生
活
衛
生
同
業
組

合
の
も
と
、
業
界
全
体
の
活
性
化
に
繋
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

県
財
政
は
平
成
二
十
年
度
の
当
初
予
算
編

成
に
お
け
る
財
源
不
足
が
四
０
０
億
円
以
上

も
見
込
ま
れ
る
な
ど
、
ま
さ
に
「
非
常
事

態
」
と
も
い
う
べ
き
危
機
的
状
況
に
あ
り
ま

す
が
、
保
健
所
健
康
衛
生
課
に
よ
る
衛
生
指

導
を
は
じ
め
、
㈶
滋
賀
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
生
活
衛
生
同
業
組
合

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
衛
生
水
準
の
維
持

向
上
や
業
界
の
発
展
に
で
き
る
限
り
努
め
、

県
民
の
皆
さ
ん
が
誇
り
を
持
っ
て
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
魅
力
的
な
滋
賀
を
目
指
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様

の
御
理
解
と
御
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

　

三
月
十
七
日
付
で
彦
根
支
店
長
に
着
任
し

ま
し
た
。
出
身
は
「
ど
げ
ん
か
せ
ん
と
い
か

ん
。」
の
知
事
で
話
題
の
宮
崎
県
で
す
。
関

西
勤
務
は
前
任
の
大
阪
に
続
き
二
ヶ
所
目

で
、
滋
賀
県
は
勤
務
地
と
し
て
は
八
都
府
県

目
に
な
り
ま
す
。
転
勤
の
良
さ
は
、
多
く
の

方
と
の
出
会
い
、名
所
旧
跡
等
と
思
い
ま
す
。

松
山
支
店
勤
務
時
に
、
四
国
八
八
ヶ
所
巡
り

を
し
、
巡
礼
な
ら
で
は
の
人
情
・
風
景
を
味

わ
い
ま
し
た
。
以
来
、
趣
味
の
よ
う
に
、
前

任
地
大
阪
で
は
西
国
三
三
ヶ
所
を
回
り
、
こ

ち
ら
で
は
、「
近
江
三
三
ヶ
所
が
あ
り
ま
す

よ
。」
と
伺
い
、
現
在
は
そ
の
途
上
で
す
。

巡
り
始
め
て
国
宝
の
本
堂
な
の
に
人
の
気
配

が
な
い
お
寺
や
、
本
尊
が
重
要
文
化
財
な
の

に
無
住
持
の
お
寺
が
あ
っ
た
り
と
、
さ
す
が

歴
史
と
文
化
財
の
宝
庫
の
地
と
驚
か
さ
れ
ま

す
。
地
元
の
方
が
お
守
り
と
の
こ
と
で
お
堂

に
掲
げ
ら
れ
た
連
絡
先
に
電
話
を
し
、
来
て

も
ら
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
。
仕
事
中
の
様
子

に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
よ
う
こ
そ
お
参
り
を
」

と
快
く
拝
観
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
深
い

信
仰
と
長
い
歴
史
、
他
所
者
へ
も
優
し
い
人

柄
・
土
地
柄
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
引

続
き
こ
う
し
た
出
会
い
も
楽
し
み
に
近
江
を

勉
強
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

価
値
観
が
多
様
化
し
様
々
な
ニ
ー
ズ
が
生
じ

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
当
公
庫
の
調

査
で
は
、
生
活
衛
生
関
係
営
業
の
企
業
の

六
十
四
％
が
環
境
へ
の
配
慮
、
高
齢
者
等
支

援
及
び
地
域
再
生
等
の
取
組
を
実
施
と
の
こ

と
で
す
。
当
地
で
も
「
Ｋ
４ 

ｄ
ｅ 

Ｅ
Ｃ
Ｏ
」

（
ケ
イ
ヨ
ン
デ
イ
コ
ー
）
を
は
じ
め
各
々
の

業
種
・
企
業
で
種
々
の
取
組
が
他
県
以
上
に

意
識
高
く
行
わ
れ
、
環
境
や
地
域
に
貢
献
さ

れ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
私
ど
も
と
し
ま
し

て
も
、
各
生
衛
組
合
さ
ん
や
セ
ン
タ
ー
さ
ん

と
連
携
し
て
、
融
資
を
は
じ
め
と
し
て
情
報

の
収
集
・
提
供
等
の
お
手
伝
い
を
し
た
い
と

存
じ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
と
お
り
当
公
庫
は
こ
の
十
月
一

日
に
中
小
公
庫
、
農
林
公
庫
等
と
統
合
し
、

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
ま
す
。
統
合
後
も
、
今
ま
で
以
上

に
「
身
近
な
公
庫
」、「
地
域
の
公
庫
」
を
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
一
層
の
ご
支
援

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

滋
賀
県
健
康
福
祉
部

　

生
活
衛
生
課
長　
　

山
中　

幾
治

就
任
�
�
�
�
�

国
民
生
活
金
融
公
庫

　

彦
根
支
店
長　
　

斉
藤　

隆
明

就
任
�
�
�
�
�
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こ
の
度
、
㈶
滋
賀
県
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー
と
滋
賀
県

公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合
（
多
賀
健
治
理
事
長
）
の
共
同

で
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で
古
都
大
津
銭
湯
め
ぐ
り
」
マ
ッ
プ
が
完

成
し
ま
し
た
。　
　

　

こ
れ
は
、
地
域
の
銭
湯
（
お
風
呂
屋
さ
ん
）
を
活
用
し
、
地
域

住
民
の
健
康
増
進
を
図
る
健
康
入
浴
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
実

施
し
た
も
の
で
、
銭
湯
が
比
較
的
ま
と
ま
っ
て
い
る
大
津
市
内
中

心
部
を
名
所
旧
跡
等
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

で
）
銭
湯
を
巡
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
コ
ー
ス
づ
く
り
に
配
意
し

ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
は
、
び
わ
こ
成
蹊
ス
ポ
ー
ツ
大
学
（
金

森
ゼ
ミ
）
の
学
生
達
の
協
力
を
得
て
作
成
し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、

「
食
べ
歩
き
コ
ー
ス
」、「
フ
ァ
ミ
リ
ー
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
」
な
ど

全
部
で
６
コ
ー
ス
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー
ス
に
ふ
さ
わ
し
い
名

称
を
付
け
気
軽
に
歩
い
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
は
、
大
津
市
内
の
一
般
公
衆
浴
場
の
ほ

か
、
Ｊ
Ｒ
大
津
駅
の
お
お
つ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
滋
賀
県

観
光
物
産
情
報
セ
ン
タ
ー
等
に
て
無
料
で
入
手
し
て
い
た
だ
け
ま

す
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
当
指
導
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ン
ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ

け
ま
す
。

こくきん「生活衛生融資」改正のご案内

気
軽
に
歩
い
て

ち
ょ
っ
と
入
浴

完成

１．振興事業貸付（生活衛生同業組合の組合員の方が利用できます。）
　　次の設備が特別利率で利用できるようになりました。

設　　備　　名 対　象　業　種 適　用　利　率

ＡＥＤ（自動体外式除細動器） 生活衛生関係営業の全業種 特別利率Ｃ

送迎用車両
（乗車定員６名以上） 飲食店営業 特別利率Ｃ

共同送迎用車両 飲食店営業に係る生活衛生同業組合
（又は生活衛生同業小組合） 特別利率Ｃ

　　＊特別利率Ｃ年１．６５％～返済期間により異なる（平成20年６月11日現在）

２．無担保・無保証人等の融資制度　
　小企業等設備改善資金特別貸付が「生活衛生関係営業経営改善資金特別貸付」と名称が変わるとともに貸付内容も次
のように変わり、より利用しやすくなりました。　

運　転　資　金 設　備　資　金

貸　　付　　額 １，０００万円以内

貸　　付　　利　　率 特別利率Ｆ（経営改善利率）＊

返済期間（うち据置期間） ５年以内（６カ月以内） ７年以内（６カ月以内）

　　＊特別利率Ｆ（経営改善利率）　年２．３５％（平成20年６月11日現在）

　・利用できる方は、「常時使用する従業員の数が５人以下の小規模事業者」です。
　・利用にあたっては、一定の要件を満たした方で、生活衛生同業組合理事長の推薦が必要です。

ほかにも「第三者保証人等を不要とする融資」などの融資制度があります。
詳しくは、経営相談員、経営特別相談員、生活衛生同業組合、㈶滋賀県生活衛生営業指導センターへお問い
合わせください。

㈶滋賀県生活衛生営業指導センター　TEL ０７７－５２４－２３１１
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　食中毒は、サルモネラやカンピロバクター等の病因物質が付着した食べ物やふぐの肝臓や毒キノコなどを
食べることによって起こります。
　主な症状は、吐き気、おう吐、腹痛、下痢などの急性の消化器症状や発熱などです。
　原因は様々ですが、ほとんどが細菌やウイルスによって起こっています。

　滋賀県では、来る８月１日（金曜日）から 31日（日曜日）までの１ヶ月間を「食品衛生月間」と定め、食
中毒の発生を防ぐため、食品の取扱いに注意されるよう呼びかけています。

　夏の暑い時期には、サルモネラや黄色ブドウ球菌などの食中毒を起こす細菌が増えやすくなり、全国的に食
中毒事故が多発し、多くの患者が出ています。
  食中毒を起こす食べ物は色や臭いで見分けることができませんので、次のことに充分気をつけて、食中毒を
予防しましょう。

○県内で発生した食中毒情報などの情報を随時携帯電話に配信します。

　「食の安全プチ通信」sp@pref.shiga.lg.jpに空メールを送信してください。
　　　迷惑メールの受信拒否などをされている方は、
　　　　　　「pref.shiga.lg.jp」をドメイン指定してください。

①食品を取り扱うときは、手をよく洗いましょう。
②まな板、ふきんなどは熱湯や消毒薬で消毒しましょう。
③できるだけ速やかに調理し、調理後は早く食べましょう。
④食品は放置しないで冷蔵庫に入れましょう。
⑤生ものはできるだけ避け、加熱する食品は、中心部まで
　充分に熱がとおるように調理しましょう。特に食肉の生
　食は控えましょう。
⑥そして、少しでもおかしいと思ったら、食べるのをやめましょう。

【資料提供　滋賀県健康福祉部生活衛生課】

QRコード→

ストップ
　食中毒は、サルモネラやカンピロバクター等の病因物質が付着した食べ物やふぐの肝臓や毒キノコなどを

ストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップストップ ザザ

食中毒の発生状況
月別食中毒発生件数（H15～H19年度）
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県
職
員
（
平
成
二
十
年
四
月
一
日
付
）

新
任

健
康
福
祉
部　
　

部
長　

漣　
　

藤
寿　

氏

　
　

同　
　
　
　

次
長　

深
尾　

善
通　

氏

生
活
衛
生
課　
　

課
長　

山
中　

幾
治　

氏

　
　

同　
　
　
　

参
事　

藤
本　

源
司　

氏

　
　

同　
　
　
　

主
査　

本
田　

信
幸　

氏

転
任

　

畑　
　

丈
夫　

氏

 

県
民
文
化
生
活
部
次
長

　

鈴
木　

拓
人　

氏

 

体
育
協
会
事
務
局
局
長     

　

柴
田　

喜
博　

氏

 

県
民
生
活
課
課
長
補
佐

退
職　

　

馬
淵　

義
博　

氏
（
前
健
康
福
祉
部
長
）

　
国
民
生
活
金
融
公
庫

 

（
平
成
二
十
年
三
月
十
七
日
付
）

新
任

　

大
津
支
店
次
長 

坂
番　

勝
太
郎　

氏

　

彦
根
支
店
支
店
長　

斉
藤　

隆
明　
　

氏

転
任

　

青
木　
　

勲　

氏

 

名
古
屋
債
権
管
理
セ
ン
タ
ー

　

田
村　
　

清　

氏

 

国
民
生
活
金
融
公
庫
本
店

人
事

往

来

せ
ら
知
お

経
営
相
談
員
会

開
催
月
日

　

平
成
二
十
年
九
月
八
日
（
月
）（
午
前
中
）

　

開
催
場
所
、
研
修
内
容
等
は
未
定

　

な
お
、
同
日
午
後
に
同
会
場
で
経
営
特
別
相

談
員
研
修
会
が
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

研
修
内
容
等
は
未
定

開
催
月
日

　

平
成
二
十
年
十
一
月
十
七
日
（
月
）

　

開
催
場
所
、
研
修
内
容
等
は
未
定

◆
宿
泊
研
修
会

 

（
本
年
は
日
帰
り
研
修
に
変
更
の
予
定
）

◆
第
１
回
研
修
会

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
研
修
・
業
務
従
事
者
講
習

と　

き

　

平
成
二
十
年
十
月
五
日
（
日
）

と
こ
ろ

　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

　

彦
根
市
竹
ケ
鼻
町
四
十
三-

一

◆
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
師
研
修

と　

き

　

平
成
二
十
年
十
月
十
九
日
（
日
）

と
こ
ろ

　

ビ
バ
シ
テ
ィ
彦
根

　

彦
根
市
竹
ケ
鼻
町
四
十
三-

一

◆
業
務
従
事
者
講
習

平成20年度管理理容師・美容師資格認定講習会の開催

実 施 日 時
平成20年10月６日（月）、20日（月）、27日（月）の３日間
いずれも午前９時から午後４時まで

受 講 資 格
理容師・美容師免許を取得した後、３年以上理容・美容の業務に従事した者
（平成17年10月５日以前に免許を取得していること）

講 習 会 場
アル・マーレ
　大津市御殿浜15-８　TEL ０７７－５２２－７４７４

受 講 料 　１４，０００円

申 込 用 紙 の
配 布 期 間

平成20年８月４日（月）から㈶理容師美容師試験研修センター滋賀県支部で配
布する。
　ただし、定員になり次第締め切る。
　㈶理容師美容師試験研修センター滋賀県支部
　　大津市打出浜13－22　（生活衛生会館）TEL ０７７－５２１－８６２３




